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千葉興業銀行が制作したちばコーギーのグッズ。 

千葉興業銀行公式キャラクター 

「ちばコーギー」。千葉興業銀行提供。 

(左から)千葉興業銀行 経営企画部 広

報室 調査役 宇田川 千聖 氏、営業企

画部 チャネル企画室 今野 里香 氏。 

地方銀行の新しい挑戦として注目を集める「デザイン」。ここで紹介する２行は、デザインに
強い想いが込められています。それぞれの銀行がどのようにデザインを取り入れ、地域とのつな
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銀行員がデザイナー!? １ 

“推し” ― 私たちの日常に、すっかりなじんだこの言

葉。その対象は実に様々で、芸能人やスポーツ選手、

YouTuberなど実在の人物を推す人もいれば、動物やお

店、乗り物などが推しの人もいるようです。特定のキャラ

クターを推している、なんて方は少なくないのでは？世界

中には数多くの個性的で魅力的なキャラクターが存在しま

すが、地方銀行も負けてはいません。公式キャラクターを

採用する銀行は多く、中でも千葉興業銀行のイメージキャ

ラクター「ちばコーギー」は、そのデザインを銀行員が、

それも当時入行１年目の行員が手掛けたというから驚きで

す。 

ちばコーギーは、同行創立70周年を記念して誕生した

キャラクターで、行員とその家族から募集した作品から選

ばれました。「銀行の顔になってほしいと思い、随所に銀

行の要素をたくさん盛り込みました。」そう教えてくれた

のは、ちばコーギーの生みの親である営業企画部の今野  

里香さん。名前は同行の愛称“ちばこうぎん”にかけ、銀行

名を想起してもらうための工夫が凝らされています。ま

た、お金にちなんで首からお財布を下げており、体には同

行のシンボルマークであるコスモスの花が描かれていま

す。さらに、銀行の窓口でお金や通帳などの受け渡しに使

われる「カルトン」と呼ばれるトレイに載っているのも特

徴的。コロナ禍に入行し、窓口にはお客さまとの間にパー

ティションがあるのが当たり前だった 

今野さんにとっては、「カルトンはお客

さまと行員とを直接つないでくれる大切

なもの」という思いがあったことから、

イラストに取り入れたと言います。  

デザインに込めた想い ２ 

銀行内をつなぐ ３ 

コーギー犬は、行動力がありながら人に寄り添う優しさ

もあわせ持つという性格で知られています。これは、同行

が目指す姿にも通じるものです。可愛らしい見た目に、こ

うした点も相まって、行員からの人気は上々。「うちの部

署でも使いたい」との声が殺到し、今ではチラシやポス

ター、ボールペン、クリアファイル、シール…と、あらゆ

るところで、ちばコーギーを目にすることができます。地

域からも愛されるキャラクターになっており、熱い期待に

応え、2025年２月には、ちばコーギーデザインのキャッ

シュカードがデビュー。「キャッシュカードを新たなデザ

インにするには、いろいろな部署との調整が必要です。ち

ばコーギーのおかげで、部署をまたいだ協力体制が強く

なっていると感じますね。」（経営企画部 広報室 宇田川

千聖さん） 

今や、ちばコーギーの魅力は千葉県を飛び出して、日本

各地にファンを作っています。ちばコーギーのぬいぐるみ

が当たるプレゼントキャンペーンでは、なんと２割が県外

からの応募でした。また、“犬推し”、“ゆるキャラ推し”と

いうつながりで、ちばコーギーを好きになってくれた人も

いるようで、ちばコーギーはすっかり、千葉興業銀行に新

たな出会いをもたらしてくれる存在になっています。 

さらに多くの人に、ちばコーギーを知ってほしいと、

2025年２月には新たな表情やポーズのイラストが40パ

ターン追加され、これからさらに幅広い媒体でちばコー

ギーが登場します。公式SNSでも活躍しており、特に公式

Ｘではほぼ毎日、ちばコーギーのイラストや写真がアップ

され、その可愛さに魅了されること間違いなし。ぜひ一

度、チェックしてみてはいかがでしょうか。  

ちばコーギー、新たな出会いを呼ぶ！ ４ 

地域の顔を創る！ 地方銀 
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地方銀行の新しい挑戦として注目を集める「デザイン」。ここで紹介する２行は、デザインに  対して一見全く異なるアプローチを取っていますが、そこには銀行と地域の未来を見据えた 
強い想いが込められています。それぞれの銀行がどのようにデザインを取り入れ、地域とのつな がりを深めているのか、具体的な取り組みを見ていきましょう。 
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地域ブランド「MOYANE」の

商品。manordaいわて提供。 

「もりおか石割桜クッキー」の

パッケージの表と裏。表の写真

はMOYANEウェブサイト（htt 

ps://moyane.jp/）より。 

盛岡で見つけたおしゃれなお土産 １ 

東京から東北新幹線はやぶさで２時間と少し。到着した

岩手県・盛岡駅で赤いのれんがよく目立つコーナーを見つ

けました。売られているのは、クッキーやブラウニーに…

カラフルな飴玉。個性豊かな商品が並んでいますが、どの

商品も共通しているのは、とても洗練されたデザインの

パッケージに包まれていること。これらは、岩手銀行のグ

ループ会社「manordaいわて株式会社」と、地元のアート

ディレクターたちで構成される「一般社団法人岩手アート

ディレクターズクラブ（岩手ＡＤＣ）」が手掛ける「もり

おかおみやげプロジェクト」によって誕生したブランド

「MOYANE（モヤーネ）」の商品です。盛岡の魅力を再発

見してもらいたいという想いで2021年に立ち上げられた

プロジェクトで、合言葉は、「もりおか やっぱり いいよ

ね」。ブランド名のMOYANEも、ここから取っています。 

MOYANEの商品は、もともと盛岡で長年愛されてきた老

舗のお菓子などが中心で、この新たなパッケージのデザイ

ンを、岩手ＡＤＣに所属する新進気鋭の若手デザイナーた

ちが担いました。彼らが、「もっと多くの人に魅力を伝え

たい」と思う商品を見つけると、manordaいわてがその

お店に出向き、交渉します。ここは、さすが昔から地元を

支え続けてきた岩手銀行のグループ企業。地域からの絶大

な信頼が大きな強みとなっています。マッチングが叶え

ば、デザイナー１人がそのお店に専属で付き、新たなパッ

ケージはどんな見た目にするか、どんな素材を使うか、組

み立てやすくも潰れにくい形状はどんなものか、など、試

行錯誤しながら作り上げていきます。外からは見えない

パッケージの裏面にもこだわり、地元の観光地やお祭りな

どの情報や観光マップなどを掲載することで、余すことな

く盛岡の魅力を伝えています。 

パッケージ裏にも注目！ ２ 

買いたくなる工夫 ３ 

さらにMOYANEでは、単に見た目のデザインを変えるだ

けではなく、どうしたら「誰かに贈りたく」なるかを徹底

的に追及します。マーケティング調査をし、「どう売って

い く か」を 考 え、売 り 場 を 探 し て 調 整 す る こ と も

manordaいわての重要な役割。よく見るお菓子の土産物

は、小分けのものがたくさん入って2,000円くらいと、な

かなか気軽には購入できませんよね。MOYANEの商品は、

商品１つあたりの内容量を少なめに、価格も500円前後に

統一することで、そのハードルを取り払いました。現在、

MOYANEで取り扱うラインナップは10商品。いずれもリ

ブランディングが功を奏し、売上を伸ばしています。さら

に、manordaいわてのアドバイザーであり、岩手ＡＤＣ

の事務局も務める木村 敦子さんは、「若手のデザイナー

はまず、ポスターやチラシなどのデザインから任されるこ

とが多いので、こうした立体のものをデザインできるチャ

ン ス っ て、実 は ほ と ん ど な い ん で す」と 言 い ま す。

MOYANEを通して、産業とともに若手デザイナーも育ち、

盛岡のデザイン力の底上げにも繋がっているのです。 

「デザインとイノベーションで新たな価値を生み出す」

をビジョンに掲げるmanordaいわて。同社の石川 恒介代

表取締役は、これからについて次のように語ってくれまし

た。「MOYANEのようなパッケージのデザインはもちろ

ん、地域の産業や地域そのものをデザインの力でどんどん

盛り上げていきたい。若いデザイナーを含め若者が活躍で

きる場を創りたい。若者が働きたいと思える地域にするこ

とができれば、本来地方銀行が目指す、持続可能な地域社

会の実現に近づくのではないかと思うんです。」デザイン

が導く盛岡の未来には、無限の可能性が広がっています。  

デザインで持続可能な未来を ４ 

(左から)manordaいわて 地域ブランディング部門  

アドバイザー 小笠原 一志 氏、地域商社事業部 マ

ネージャー 幅下 貴文 氏、代表取締役 石川 恒介 氏、

地域商社事業部 サブマネージャー 内藤 晶 氏、地域

ブランディング部門 アドバイザー 木村 敦子 氏。 

 行が挑むデザインの新境地 
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